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平成19年度AO入試の実施状況に関するアンケート調
査の結果について









































H12 H13 H14（大学）H14（学部） H15－19 備考
1 1 1 過去の調査で既に回答した場合は記入不要，H16～19は過去に未回答の大学のみ別紙にて送付
2 2 2 過去の調査で既に回答した場合は記入不要，H16～19は過去に未回答の大学のみ別紙にて送付
3 3.1 3 3.1 3 3.1 1 1.1
3.2 3.2 3.2
3.3 3.3 3.3 1.2
1
3.4 3.4 2
4 4.1 4 4.1a 4 4.1a 2 2.1a H15から一部削減
4.2 4.2 4.2 2.2 H13から条件付（2.1［H13，14は4.1］でbにチェックした場合のみ）
4.3 4.3 4.3 2.3
4.4 4.1b 4.1b 2.1b
4.5 4.4 4.4 2.4
5 5 5 3 H14に5.2の記述を変更
6 6.1 6 6.1 3 4 4.1 H13に選択形式の変更（実質的には変化なし）
6.2 6.2 6 4.2
7 4 5 H13新規追加項目，H15に一部表現変更

















































図 1 ．AO入試実施大学数，および，その比率の推移（H12～ H20年度）
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募集定員 全定員に占める割合注 志願者数 第 1 次合格者数 最終合格者数 入学者数
大学数 281大学 259大学 292大学 163大学 285大学 245大学
平均値 67.6名 12.2％ 167.9名 102.5名 89.3名 73.0名
最小値 3 名 0.8％ 1 名 1 名 1 名 1 名




3 ． 1 ．実施方法，評価，情報開示























































































1 次倍率 実質倍率 歩留まり率
学部数 376学部 638学部 496学部
平均値 1.56倍 2.57倍 96.5％
最小値 1.00倍 1.00倍 50.0％
最大値 8.83倍 35.00倍 100.0％
表 3 ．平成19（2007）年度AO入試募集定員，志願者数等（学部単位）
募集定員 全定員に占める割合 志願者数 第 1 次合格者数 最終合格者数 入学者数
学部数 606学部 544学部 645学部 376学部 638学部 496学部
平均値 31.1名 11.7％ 75.8名 44.3名 39.9名 35.8名
最小値 2 名 0.4％ 1 名 1 名 1 名 1 名
最大値 342名 100.0％ 847名 359名 441名 328名
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図 2 ．当初倍率の推移（H12～ H19年度）
図 3 ．実質倍率の推移（H12～ H19年度）
図 4 ．情報開示の推移（H12～ H19年度）
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3 ． 2 ．実施組織



































�� �� �������� ��� �������������� ���
�������� ����
���� �� ���� �� ���� �� ���� �� ���� �� ���� �� ���� ��  
表 5 ．平成19（2007）年度常設部署のスタッフ数
AO入試担当教員 事務職員




平均値 10.7 1.3 3.6 0.9 2.7 1.6
最小値 0 0 0 0 0 0
最大値 58 51 50 21 18 9



















































→15％→13％→12％→13％→ 9 ％→ 9 ％）と落ち込
み，さらに「面接試問」も19大学と続落（17％→13％
→10％→ 9 ％→10％→ 9 ％→ 7 ％→ 6 ％），「小論文」
の審査に加わったケースは 7 大学（ 0 ％→ 1 ％→ 2 ％
→ 2 ％→ 2 ％→ 1 ％→ 2 ％→ 2 ％）であった．「最
終合否判定」に関与した大学は27大学（21％→11％
→10％→10％→11％→10％→ 9 ％→ 9 ％）であった．





は174大 学（44％ →63％ →41％ →40％ →40％ →45％
→46％→54％）であった．半数前後を推移している．






中は 6 大学（ 2 ％）であった．「学力不足対策以外の
目的で行った」大学は11大学であった（ 3 ％→ 2 ％
→ 3 ％→ 2 ％→ 2 ％→ 3 ％）．
3 ． 4 ．高校へ向けての注文・広報活動
3 ．4 ．1 ．高校に求める指導




















だ（64％ →77％ →87％ →92％ →92％ →95％ →94％
→97％）．
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図 6 ．高校に求める指導の推移（H12～ H19年度）
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答は24大学（ 0 ％→ 3 ％→ 2 ％→ 7 ％→10％→ 6 ％
→ 7 ％→ 7 ％），「AO入試の募集定員の縮小」を決定，
ないしは，検討しているという回答が50大学（ 2 ％
→ 4 ％→ 7 ％→16％→17％→14％→12％→15％）であ
る．「常設部署の廃止，縮小」を決定，ないしは，検
討しているという回答は10大学（ 2 ％→ 2 ％→ 1 ％
→ 4 ％→ 3 ％→ 3 ％→ 2 ％→ 3 ％）である．さらに，
「AO入試自体の廃止」の決定，ないしは，その方向
を探っているという回答は13大学から得られた（ 0 ％

























1 　 調査票の詳細は文献 5 ）～ 7 ）のいずれかを参照
のこと．







4 　「全く求めない」を「 1 」～「強く求める」を「 5 」
として数値化した．
5 　 調査票の表記とは逆に「全く当てはまらない」を
「 1 」～「非常にあてはまる」を「 5 」として数値
化した．
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